
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照合対象者の生体情報を取得する取得手段と、
前記照合対象者の生体情報 記憶する記憶手段
とを備え、
前記記憶手段に記憶している前記照合対象者の生体情報と、前記取得手段で取得された前
記照合対象者の生体情報とにより、照合対象者を照合し特定する対象者照合装置であって
、
前記照合対象者から識別情報の入力を受付ける入力手段と、
前記取得手段で取得された生体情報が前記記憶手段に記憶している何れかの生体情報と一
致する場合には既登録と判別し、前記取得手段で取得された生体情報が前記記憶手段に記
憶している何れの生体情報とも一致しない場合には未登録と判別する判別手段とをさらに
備え、
前記判別手段が該生体情報を既登録と判別したとき、前記入力手段で識別情報の入力を受
付けず、前記照合対象者を本人と特定すると共に、
前記判別手段が該生体情報を未登録と判別したとき、前記入力手段で識別情報の入力を受
付け、該生体情報を該識別情報に関連付けて前記記憶手段に記憶

することを特徴とする
対象者照合装置。
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、及び前記照合対象者毎に固有の識別情報を

し、前記入力手段より入
力された該識別情報と予め前記記憶手段に記憶されている照合対象者毎に固有の前記識別
情報とに基づいて照合対象者を照合し特定



【請求項２】
　前記判別手段が前記生体情報を未登録と判別したとき行う識別情報に基づいた照合対象
者の前記照合において、識別情報の一致により前記照合対象者を本人と特定した場合には
、該生体情報を該照合対象者の該識別情報に関連付けて前記記憶手段に記憶することを特
徴とする
請求項 記載の対象者照合装置。
【請求項３】
　照合対象者の生体情報を取得する取得手段を備えた対象者照合端末と、
前記対象者照合端末と通信可能に接続され、前記照合対象者の生体情報

記憶する記憶手段を備えたセンタ装置とを有し、
前記センタ装置の前記記憶手段に記憶している前記照合対象者の生体情報と、前記対象者
照合端末の前記取得手段で取得された前記照合対象者の生体情報とにより、照合対象者を
照合し特定する対象者照合システムであって、
前記対象者照合端末には、
前記照合対象者から識別情報の入力を受付ける入力手段をさらに備え、
前記センタ装置には、
前記取得手段で取得された生体情報が前記記憶手段に記憶している何れかの生体情報と一
致する場合には既登録と判別し、前記取得手段で取得された生体情報が前記記憶手段に記
憶している何れの生体情報とも一致しない場合には未登録と判別する判別手段をさらに備
え、
前記判別手段が該生体情報を既登録と判別したとき、前記入力手段で識別情報の入力を受
付けず、前記照合対象者を本人と特定すると共に、
前記判別手段が該生体情報を未登録と判別したとき、前記入力手段で識別情報の入力を受
付け、該生体情報を該識別情報に関連付けて前記記憶手段に記憶

することを特徴とする
対象者照合システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、本人固有の生体情報を照合確認する対象者照合装置に関し、さらに詳しく
は対象者照合時のデータベースとなる個人登録情報の登録設定を簡単化して登録性能を高
めた対象者照合装置、および対象者照合システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　一般に、人間の顔の照合や指紋の照合、あるいは声紋の照合などの各人各様に異なる生
体情報（バイオメトリクスデータ）を用いた本人照合装置およびその照合システムは、照
合対象者を確認するための認証手段として各種装置に設置してセキュリティ管理を図って
いる。
【０００３】
　この生体情報を用いた照合システムに関しては、Ｖｅｒｉｆｙ型とＩｄｅｎｔｉｆｙ型
の２種類があり、Ｖｅｒｉｆｙ型は入力されたＩＤに対応して記憶されている生体情報と
照合を行うのに対しＩｄｅｎｔｉｆｙ型はＩＤを用いず、最も照合率の高いデータと照合
を行う。従って、Ｉｄｅｎｔｉｆｙ型の場合、ボタンを押すだけのシステムで照合が可能
であることが知られている。
【０００４】
　このような対象者照合装置の運用時には、事前に人間固有の生体情報を個人識別用のデ
ータベースとして登録する必要があり、このうち生体情報を事前に登録する場合は、登録
対象者を登録情報取得場所に招いて個別に登録処理を実行している。
【０００５】
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【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、この場合は対象者全員に対する登録作業を要し、対象者は登録時に指定
された時間に指定場所に出向いて登録作業を実行する必要があり、このようにデータベー
スを作成するには登録管理者および登録対象者の双方ともに、時間と手間がかかっていた
。特に、照合運用システムが大きくなるにつれて登録管理者の登録作業が膨大となり、過
大な労力を要する問題となっていた。
【０００６】
　そこでこの発明は、事前にＩＤ情報等を登録しておけば、照合対象者の生体情報を登録
していなくても、ドアの解錠操作等の照合利用毎にその照合対象者の生体情報を取得して
蓄積し、この蓄積したログデータに基づいて対象者の登録データを効率よく作成すること
ができる登録データの作成性能を高めた対象者照合装置および対象者照合システムを提供
することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　この発明は、照合対象者の生体情報を取得する取得手段と、前記照合対象者の生体情報

記憶する記憶手段とを備え、前記記憶手段に
記憶している前記照合対象者の生体情報と、前記取得手段で取得された前記照合対象者の
生体情報とにより、照合対象者を照合し特定する対象者照合装置であって、前記照合対象
者から識別情報の入力を受付ける入力手段と、前記取得手段で取得された生体情報が前記
記憶手段に記憶している何れかの生体情報と一致する場合には既登録と判別し、前記取得
手段で取得された生体情報が前記記憶手段に記憶している何れの生体情報とも一致しない
場合には未登録と判別する判別手段とをさらに備え、前記判別手段が該生体情報を既登録
と判別したとき、前記入力手段で識別情報の入力を受付けず、前記照合対象者を本人と特
定すると共に、前記判別手段が該生体情報を未登録と判別したとき、前記入力手段で識別
情報の入力を受付け、該生体情報を該識別情報に関連付けて前記記憶手段に記憶

することを特徴とする。
【０００８】
　この結果、登録対象者の識別情報を予め記憶手段に記憶させておき、その照合対象者の
生体情報が未登録の場合には、テンキーなどの入力手段からＩＤ等の識別情報を入力させ
ることにより、照合対象者がドアの解錠等の制御操作を行うと共に、その照合対象者の生
体情報を識別情報と関連付けて収集し、その照合対象者の生体情報が既登録の場合には、
生体情報により照合対象者を照合し特定することで、各個人の識別情報と生体情報を関連
付けして正式個人辞書を作成することができる。
【０００９】
　したがって、登録管理者がいちいち登録対象者全員に対して事前に個々の登録作業を要
するような生体情報の事前登録作業を省略できるため、その事前登録のための照合対象者
と登録管理者との両者の時間と手間が省けるうえ、普段使用する照合対象者の自然なまま
の姿勢や照合タイミングでもって照合対象者の登録データを作成することができるため、
照合時での認識性能が確実に向上する。
【００１０】
　さらに、登録管理者は照合対象者の仮運用登録時に使用状態が画像から分かるため、使
用状態に不具合があれば、適切な使い方を照合対象者に適宜アドバイスすることもできる
。
【００１１】
　ＩＤ番号は、例えば社員番号であってもよいし、照合のために割り当てられる専用の番
号であってもよい。社員番号であれば、個人に慣れ親しんだ番号であるので入力がしやす
いというメリットがある。また、専用の番号であれば、一般の社員番号と比較してＩＤの
桁数を少なくすることができるというメリットがある。
【００１２】
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　このように、照合対象者の初期登録に際しては、生体情報が未取得であっても、生体情
報データを作成できることから未登録者に対する照合管理性能を高めることができる。
【００１３】
　このため、各種の認識装置やシステムに適用した場合は、時間や手間のかからない高能
率の登録性能を有する自動化登録を促進した照合システムを構築することができる。
【００１４】
　ここで識別情報とは、照合対象者を特定するための名前、所属、連絡先、ＩＤ番号など
のデータであり、本人以外の登録管理者が事前に登録可能な情報である。
【００１５】
　前記入力手段とは、暗証キー、タッチパネルなどの入力機器で構成することができる。
【００１６】
　前記取得手段とは、カメラなどの顔画像取得手段、指紋取得手段、声紋取得手段などを
用いることができる。
【００１７】
　生体情報とは、照合対象者の顔情報であり、この外、指紋情報、声紋情報などの本人を
識別できる本人特有の情報を用いることもできる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
　この発明の一実施の形態を以下図面に基づいて詳述する。
【００１９】
　図面は人の顔を撮影して照合する顔画像照合システムの画像取得側に設置される顔画像
照合装置を示し、図１において、この顔画像照合装置１１は、例えば入退室利用するドア
を開閉管理する照合対象者の認証手段として設置され、照合データ取得機能と認証データ
取得機能とを持たせてドア面の人の顔高さ位置に取付けられ、上部には顔を照らすための
照明装置１２を有し、中間部にはカメラ１３と、人検知センサ１４と、照合結果表示ＬＥ
Ｄ１５と、照合開始ボタン１６と、注視マーク１７とを配設し、下部には暗証キー（テン
キー）１８を配置している。
【００２０】
　照明装置１２は複数の照明用ＬＥＤを配列して、前方の顔高さ位置に向けて照明する。
これにより、カメラ１３に近付いて来た人の顔の凹凸状態を鮮明に照らしてカメラ１３の
顔画像取得性能を高めている。
【００２１】
　上述のカメラ１３はＣＣＤカメラ等を用いて顔画像を撮影し、このカメラ１３の前面に
人が近付けば、反射型赤外線センサ等の人検知センサ１４により人が近付いたことを検知
し、さらに照合開始ボタン１６が押下操作されると、照合対象者の照合要請と判定してカ
メラ１３の撮影が開始され、取得した画像に基づいて照合を開始する。このとき、照合し
た照合対象者の一致、不一致の照合結果が照合結果表示ＬＥＤ１５に表示出力される。こ
の照合結果表示ＬＥＤ１５は色別の２個のＬＥＤの一方に青色や赤色の判定結果を点灯さ
せて、一目で照合の適否を認識できるようにしている。
【００２２】
　上述の照合利用に際しては、照合開始ボタン１６に限らず、暗証キー１８を代用あるい
は併用して認証利用することができる。
【００２３】
　このようにして取得した照合データは、接続ケーブルまたは無線を介して認証監視側の
後述するセンタ装置２１に導かれ、ここで照合データの適否が判定される。
【００２４】
　また、２１をセンタ装置とせず、顔画像照合装置１１の付近に設置して顔画像照合装置
１１の制御ユニットとして構成してもよい。また、センタ装置２１に複数の顔画像照合装
置１１を接続するようにしてもよい。
【００２５】
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　図２は顔画像照合システムの制御回路ブロック図を示し、顔画像照合装置１１に設けら
れた各機器を制御するセンタ装置２１によって制御管理される。
　このセンタ装置２１のＣＰＵ２２は格納されたプログラムの処理手順に沿って各回路装
置を制御し、その制御データをメモリ２３に記憶する。
【００２６】
　画像キャプチャ２４はカメラ１３で撮影した画像を取得し、これをメモリ２３に記憶さ
せる。また、取得した画像は表示制御部２５を介して監視用にモニタ２６に表示させる。
【００２７】
　第１入出力制御部２７は顔画像照合装置１１に備えられる照明装置１２、人検知センサ
１４、照合結果表示ＬＥＤ１５、照合開始ボタン１６の各入出力データを制御し、第２入
出力制御部２８は認証監視用のキーボード２９からの入力を制御する。
【００２８】
　ＲＳ２３２Ｃ通信部３０は暗証キー１８からの入力データをＣＰＵ２２に伝送する通信
接続機能を有している。
【００２９】
　登録ファイルＤＢは顔画像登録時のデータベースファイルとして設けられ、ここに各登
録者の顔画像特徴量のデータが保存される。
【００３０】
　そして、ＣＰＵ２２はカメラ１３で撮影した照合対象者の顔画像情報と予め登録した登
録情報とを照合することにより、照合した判定結果に基づいて入退室許容または入退室規
制を施す。
【００３１】
　次に、照合対象者毎に設定される登録データの更新処理について説明する。
　図３はセンタ装置２１のデータ処理動作を示し、先ず、画像取得部３１で画像を取得す
る。そのときの画像取得部３１に取込まれた顔画像（取得データ）は照合部３２において
、登録データファイル３８に予め記録されている顔認証用の登録データ｛登録者ＩＤ＋（
顔画像＋特徴量）×ｎ｝と照合し、その認証結果および画像の履歴データを履歴管理部３
３で管理し、最終的に１履歴分の履歴データ（取得日時＋顔画像＋特徴量＋照合結果ＩＤ
）を履歴データファイル３４に記憶させる。
【００３２】
　このとき、１アクセスして照合する度に、最適化候補抽出部３５で得られた履歴データ
からデータ更新用の最適化候補データを抽出し、その都度、最適化候補データファイル３
６に記憶される。
【００３３】
　その後、既登録者に対する更新時期に至った場合や更新要請時、あるいは未登録者に対
する仮登録要請があると、最適化演算部３７は最適化候補データファイル３６から最適化
候補データ｛登録者ＩＤ＋（顔画像＋特徴量）×ｍ｝を求め、また登録データファイル３
８に記憶されている登録データを読出し、その中から優先順位の高いものを新登録データ
とし、この求めた新登録データを最適化後の新しく作った登録データとして登録データフ
ァイル３８に登録する。
【００３４】
　このように、照合時のアクセスに取得したデータを最適化候補データファイル３６に蓄
積しておいて、更新あるいは仮登録の時だけ最適化候補データと既登録データとから新し
い登録データを作って、登録データファイル３８に登録するものである。
【００３５】
　上述の照合対象者に対する登録運用に際しては、顔画像照合装置１１が利用された日々
のアクセス時に得られる履歴データを基に登録管理者が任意の登録設定するものであって
、未登録者毎にいちいち改めて登録操作する必要がなくなるため、高能率の登録管理がで
きる。
【００３６】
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　すなわち、この登録データの作成には、登録対象者の識別情報を（図２においては登録
ファイルＤＢに、図３においては登録データファイル３８に）記憶させておき、暗証キー
１８などの入力手段からＩＤ等の識別情報を入力させることにより、照合対象者がドアの
解錠等の制御操作を行う度に、その照合対象者の生体情報を識別情報と関連付けて収集し
、このときの識別情報と生体情報とをログデータとして仮個人辞書を作成するための仮運
用期間を設け、この仮運用期間終了後に識別情報を照合キーとして、各個人の識別情報と
生体情報とを関連付けて正式個人辞書を作成するものである。したがって、登録管理者が
いちいち登録対象者全員に対して事前に個々の生体情報の登録作業を行うような事前登録
作業を省略することができる。
【００３７】
　次に、照合対象者別の登録データを作成するのに必要な個々のデータ内容を図４の説明
図を参照して説明する。
　図４（Ａ）は各人の登録に必要なデータベースとして記録される個人辞書データを示し
、この個人辞書データには照合対象者を識別するためのＩＤ情報と、属性情報と、生体情
報とが登録される。
【００３８】
　このうち、ＩＤ情報としては本人証明用のＩＤ番号などが付された情報であり、このＩ
Ｄ情報を基準にして他の照合用のデータとともに一括して登録される。また、属性情報と
しては本人の名前と、所属、性別、生年月日、連絡先等の本人に付随するその他の情報が
登録される。
【００３９】
　この場合、ＩＤ情報と属性情報とは、図４（Ｂ）に示すように、登録管理者が事前に入
力して登録可能な事前登録データ（識別情報）であり、例えば登録管理者が登録すべき対
象者を事前に定めて、登録対象者別のＩＤ情報毎に属性情報を併記して事前に登録する。
このうち、属性情報は後述する生体情報と関連付けるときに登録してもよく、あるいは関
連付けた後に登録してもよい。
【００４０】
　上述の生体情報は顔画像照合装置１１で人の顔をカメラ１３で撮影した画像データと、
この撮影した画像データを分析したときに特有な点の集合体として得られる特徴点データ
との実際に本人から取得した生の画像データが登録される。この生体情報は画像データと
特徴点データのうち一方を単独に使用してもよく、双方を併用してもよい。
【００４１】
　ところで、個人辞書データの作成に際しては、図５に示すように、生体情報以外の事前
に登録された事前登録データを使用して未登録者に対する仮運用を行うものであって、仮
運用時には事前登録データのＩＤ情報とカメラ１３で撮影した生体情報との関連をとって
仮運用データを蓄積して行き、登録管理者が個人辞書データを作成する際は蓄積された仮
運用データからＩＤ情報との関連をとって個人辞書データを作成する。
【００４２】
　次に、カメラ１３が取得した画像データから登録に使用できる顔画像データを抽出する
ときの抽出例について説明する。
　先ず、取得した画像データを用いて、ＩＤ情報と照合対象者が一致していることを確認
する。確認後は得られた顔画像データを登録管理者がチェックして生体情報を抽出する。
例えば、登録管理者が顔画像データを見て、
　（１）目をつむっていないか
　（２）正面を向いているか
　（３）画像にブレがないか
　（４）顔全体が入っているか
　（５）顔画像が小さ過ぎないか
等のチェックを行って照合に使えそうな生体情報を抽出する。
【００４３】
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　このように、生体情報が未登録の照合対象者であっても登録データを作成でき、またそ
の照合利用時点で本人のＩＤ情報を入力させて照合確認すれば、その時点で取得した生体
情報を加味して新しく本人の登録データを作成することもできる。
【００４４】
　この場合は、登録管理者が現時点の照合対象者の使用状態が画像から分かるため、使用
状態に不具合があれば、適切な使い方を照合対象者にアドバイスすることができる。
【００４５】
　上述のＩＤ情報に際しては、図４に示したＩＤ情報に限らず、図６に示すように、仮Ｉ
Ｄを設定することができる。この仮ＩＤは例えば特定の仮ＩＤを入力させて照合許容能力
を高めたり、照合対象者の本ＩＤがない場合や本ＩＤの番号を忘れてしまったときに利用
される。
【００４６】
　この場合も、図７に示すように、直ちに仮ＩＤに本人を関連付けることができるため、
登録対象者別の仮ＩＤ情報毎に属性情報を記録して個人辞書データを作成することができ
る。
【００４７】
　次に、個人辞書データ作成時の処理動作を図８のフローチャートを参照して説明する。
　今、登録管理者が個人辞書データを作成する場合、ＩＤまたは仮ＩＤの情報を基に、こ
れまでに記録したログデータから同ＩＤに対応する全ての顔画像を検索し（ステップｎ 1 
）、
　その中から登録管理者が登録に使える顔画像データを抽出する（ステップｎ 2 ）。
【００４８】
　このとき、登録に使える顔画像データの有無をチェックし、登録に使える顔画像データ
があれば（ステップｎ 3 ）、
　続いて、ＩＤ情報に対応する属性情報を検索し（ステップｎ 4 ）、
　検索されたＩＤ情報と属性情報を、生体情報に関連付けて一体化し（ステップｎ 5 ）、
　この一体化された個人データを個人辞書データとして登録する。このようにして、登録
管理者は未登録者の登録データを作成し、作成された登録データがその後の照合用のデー
タベースとして利用される（ステップｎ 6 ）。
【００４９】
　上述のステップｎ 3 で、ＩＤ情報が記録されていなかったり、登録に使える顔画像デー
タがない場合は登録不可のため、その旨を登録管理者に知らせて仮運用処理に戻る（ステ
ップｎ 7 ～ｎ 8 ）。
【００５０】
　次に、顔画像照合装置１１の仮運用中の処理動作を図９のフローチャートを参照して説
明する。
　今、顔画像照合装置１１の前に人が来て照合開始ボタン１６が押下されると（ステップ
ｎ 11）、
　ＣＰＵ２２は照合開始ボタン１６が押下された直後の照合対象者の顔画像をカメラ１３
を介して取得し、この取得した顔画像データに基づいてＣＰＵ２２は顔の位置を検索して
顔らしさの高い部分を切出し、その照合時の特徴となる目、鼻、口などの顔の特徴量を抽
出し、この生体情報を事前に登録された個人辞書データと照合して、照合対象者の認識処
理を行う（ステップｎ 12）。
【００５１】
　このとき、複数枚取得した画像の中から照合に適した照合対象者の顔画像を抽出して最
適化候補データファイル３６に記録する（ステップｎ 13）。
【００５２】
　この場合、ＣＰＵ２２は照合適否を判定し、照合一致して本人を特定できれば（ステッ
プｎ 14）認識ＯＫと判断し、
　本人であると判定してドア解錠等の正常処理を行い、照合対象者の通行を許可する（ス
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テップｎ 15）。
【００５３】
　これに対し、照合不一致と判定すれば、本人を特定できないため、そのときはセキュリ
ティを確保するために照合対象者にパスワードを入力案内し（ステップｎ 16）、
　本人に与えられたパスワードが入力されると、そのパスワードの適否を判定し（ステッ
プｎ 17）、
　適正なパスワードと判定されると、続いて本人のＩＤ情報を入力案内し（ステップｎ 18
）、
　ＩＤ情報が入力されると、ＣＰＵ２２はそのＩＤ情報の適否を判定する（ステップｎ 19
）。
【００５４】
　このとき、ＩＤ情報が入力されなかったり、不適なＩＤ情報と判定した場合は、その旨
を照合対象者に知らせる（ステップｎ 20）。
【００５５】
　上述のステップｎ 19で、ＣＰＵ２２が適正なＩＤ情報の入力を確認した場合は、続いて
取得した画像の特徴点データが登録に使える品質か否かを判定し（ステップｎ 21）、
　登録に適した適正品質と判定すると、本人と照合確認して取得した顔画像データを最適
化候補データファイル３６にログデータとして記録した後（ステップｎ 22）、
　ドア解錠等の正常処理を行い、照合対象者の通行を許可する（ステップｎ 23）。
【００５６】
　これに対し、取得した画像の特徴点データが登録に使える品質か否かを判定したとき、
使用不可の画像品質と判定した場合は、適正な画像データが得られなかったことから照合
対象者に対して、やり直すように指示案内する（ステップｎ 24）。
【００５７】
　これに基づいて引続き照合対象者により再画像取得操作が実行されると、再び照合対象
者の顔画像をカメラ１３から取得し、この取得した顔画像データに基づいてＣＰＵ２２は
顔照合時の特徴となる目、鼻、口などの顔の特徴量を抽出し、その後はステップｎ 21以降
の処理と同じ画像品質に応じた処理がなされる（ステップｎ 25）。
【００５８】
　次に、顔画像照合装置１１の仮運用中の仮ＩＤを用いた処理動作を図１０のフローチャ
ートを参照して説明する。この場合、既述した図９のステップｎ 11～ｎ 15、ｎ 21～ｎ 25と
、図１０のステップｎ 31～ｎ 35、ｎ 38～ｎ 42とは同じ処理内容で同じ説明になるため、そ
の説明は省略し、異なる部分のステップｎ 36，ｎ 37について説明する。
【００５９】
　ＣＰＵ２２は、本ＩＤ情報を持たない照合対象者や本ＩＤ番号を忘れてしまった照合対
象者に対して本人の仮ＩＤ情報を入力案内し、この仮ＩＤ機能を設けることにより照合許
容能力が高まる（ステップｎ 36）。
【００６０】
　これに基づいて照合対象者が仮ＩＤ情報を入力操作すると、ＣＰＵ２２はその仮ＩＤ情
報の有効性を判定し、適正と認識すれば本ＩＤと結び付けて本人と認証する。このとき、
仮ＩＤ情報が入力されなかったり、不適な仮ＩＤ情報と判定した場合は、受付け拒否して
次の照合操作に備える（ステップｎ 37）。
【００６１】
　図１１はこの発明の他の実施の形態を示す指紋照合装置１１１を示し、この指紋照合装
置１１１は装置本体１１２の上面に指紋取得面１１３を有し、ここに指先を当てがうと、
その指先の指紋模様を読取るものであり、このような指紋照合装置１１１を用いても、上
述の顔画像照合装置１１と同様な本人を特定する特徴が求められることから本人を正確に
照合判定できる。
【００６２】
　この指紋照合装置１１１を用いた場合は、登録管理者が指紋の画像データを見てもＩＤ
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情報と本人が一致しているかの確認が難しいので、特徴点データより照合に必要な特徴点
の数が取得されていれば認証ＯＫとする。したがって、指紋の場合は画像データはなくて
もよい。
【００６３】
　上述のように、登録対象者の識別情報を予め登録しておき、テンキーなどの入力手段か
らＩＤ等の識別情報を入力させることにより、照合対象者がドアの解錠等の制御操作を行
う度に、その照合対象者の生体情報を識別情報と関連付けて収集する仮運用期間を設け、
この仮運用期間終了後に識別情報を照合キーとして、各個人の識別情報と生体情報を関連
付けして正式の個人辞書を作成することができるため、登録管理者がいちいち登録対象者
全員に対して事前に個々の登録作業を要するような生体情報の事前登録作業を省略するこ
とができる。このため、その事前登録のための照合対象者と登録管理者との両者の時間と
手間が省けるうえ、普段使用する照合対象者の自然なままの姿勢や照合タイミングでもっ
て本人の登録データを作成することができるため、照合時での認識性能が確実に向上する
。
【００６４】
　この発明の構成と、上述の一実施の形態の構成との対応において、
　この発明の対象者照合装置は、実施の形態の顔画像照合装置１１および指紋照合装置１
１１に対応し、
　以下同様に、
　入力手段は、暗証キー１８に対応し、
　取得手段は、カメラ１３および画像取得部３１に対応し、
　記憶手段は、登録ファイルＤＢ、最適化候補データファイル３６および登録データファ
イル３８に対応し、
　判別手段は、ＣＰＵ２２および最適化演算部３７に対応し、
　対象者照合端末は、顔画像照合装置１１に対応し、
　センタ装置は、センタ装置２１に対応し、
　対象者照合システムは、顔画像照合装置１１及びセンタ装置２１
に対応するも、この発明は、請求項に示される技術思想に基づいて応用することができ、
上述の一実施の形態の構成のみに限定されるものではない。
【００６５】
　例えば、上述の一実施の形態では顔画像データや認証データの取得側と、これらを認証
するセンタ装置２１側とに分離構成したが、これに限らず、データ取得側に照合及び認証
機能を単独に持たせて一体的に構成することもできる。また、生体情報の一例に顔画像を
例にとって示したが、指紋情報や声紋情報により照合対象者を判定するように構成するこ
ともできる。
【００６６】
【発明の効果】
　この発明によれば、登録管理者がいちいち照合対象者全員に対して事前に個々の登録作
業を要するような生体情報の事前登録作業を省略できるため、その事前登録のための照合
対象者と登録管理者との両者の時間と手間が省けるうえ、普段使用する照合対象者の自然
なままの姿勢や照合タイミングでもって照合対象者の生体情報データを作成することがで
きるため、照合時での認識性能が確実に向上する。
【００６７】
　さらに、各種の認識装置やシステムに適用した場合は、時間や手間のかからない高能率
の登録性能を有する自動化登録を促進した照合システムを構築することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　顔画像照合装置を示す正面図。
【図２】　顔画像照合システムの制御回路ブロック図。
【図３】　センタ装置の制御動作説明図。
【図４】　実運用時に必要なデータ内容を表す説明図。
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【図５】　仮運用中の識別情報とログ情報を示す説明図。
【図６】　仮ＩＤを設定した事前登録データを示す説明図。
【図７】　仮ＩＤを設定したときの識別情報とログ情報を示す説明図。
【図８】　個人辞書データ作成時の処理動作を示すフローチャート。
【図９】　顔画像照合装置の仮運用期間中の処理動作を示すフローチャート。
【図１０】　顔画像照合装置の仮運用期間中の仮ＩＤを用いた処理動作を示すフローチャ
ート。
【図１１】　他の実施の形態を示す指紋照合装置を示す要部外観斜視図。
【符号の説明】
　１１…顔画像照合装置
　１３…カメラ
　１８…暗証キー
　２１…センタ装置
　２２…ＣＰＵ
　ＤＢ…登録ファイル
　３１…画像取得部
　３２…照合部
　３６…最適化候補データファイル
　３７…最適化演算部
　３８…登録データファイル
　１１１…指紋照合装置
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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